
実
践
編 

第
九
回
『
村
明
細
帳
⑥
』 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
  
 
 

「
村
差
出
明
細
帳 

 

宝
暦
十
辰 

月
日
」 
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一
板
橋
七
ヶ
所 

 
 
 

内
四
ヶ
所 

 
長
三
間
半 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

幅
五
尺 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

三
ヶ
所 

 

長
弐
間 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

幅
五
尺 

右
ハ
御
上
水
ニ
四
ヶ
所
野
火
留
水
道
ニ
三
ヶ
所 

何
れ
も
通
り
往
還
之
橋
ニ
而
御
座
候
、
自
普
請
ニ 

仕
候
、
尤
古
来
ハ
所
々
御
林
ゟ
御
材
木
申
請
候
得
共 

遠
方
旁
々
百
姓
困
窮
ニ
付
中
川
八
郎
左
衛
門
様 

御
代
官
所
之
節
右
之
段
願
上
、
当
村
上
宿 

は
づ
れ
道
端
ニ
幷
木
松
少
シ
植
置
右
之
橋 

か
け
替
修
覆
小
道
具
等
ニ
仕
候
、
併
是
ハ
少
々 

之
義
ニ
付
橋
板
等
諸
入
用
惣
而
村
普
請
ニ
仕
候 

一
百
姓
惣
家
数
弐
百
壱
軒 

一
惣
人
別
八
百
九
拾
三
人 

 [

用
語] 

・
御
上
水 

…
玉
川
上
水 

・
自
普
請 

…
村
の
経
費
で
行
う
土
木
建
設
工
事 

・
中
川
八
郎
左
衛
門 

…
万
治
元
（1

658

）
～
天
和
元
（1

681

）
年
ま
で
の
小
川
村
支
配
代
官 



[
解
説] 

村
内
に
架
か
る
橋
と
村
の
家
軒
数
、
総
人
口
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
当
村
明
細
で
橋
は
七
ヶ
所
と
記 

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
享
保
十
九
（173

4

）
年
で
は
五
ヶ
所
、
宝
暦
四
（1

754

）
年
で
は
六
ケ
所
に
な 

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
上
宿
道
端
に
幷(

並)

木
松
を
植
樹
し
、
橋
の
普
請
工
事
な
ど
に
利
用
し
て
い 

た
と
あ
り
ま
す
。
実
践
講
座
第
二
回
目
『
検
地
帳
』
で
紹
介
し
た
「
小
川
村
地
割
図
」
に
も
、
よ
く 

見
る
と
松
林
の
絵
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
原
生
林
で
は
な
く
、
村
人
の
生
活
を
支
え
る
為 

に
植
樹
し
、
大
切
な
資
源
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
総
家
軒
数
と
人
口
の
記
載
が
あ
り
ま
す
。 

小
川
村
の
家
数
と
人
口
を
示
し
た
最
も
古
い
史
料
は
正
徳
三
（17

13

）
年
の
帳
簿
で
す
が
、
こ
れ
に 

よ
る
と
総
家
軒
数
が
二
百
五
軒
、
人
口
九
百
二
十
三
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
以
降
、
近
世
後
期
に
は 

人
口
千
人
を
超
え
増
加
傾
向
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
『
小
平
市
史
（
近
世
編
）
』
第
四
節
「
１
・ 

家
数
と
人
口
」
を
御
参
照
く
だ
さ
い
。 

次
に
文
字
を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

「
橋
」
は
木
偏
が
手
偏
の
様
に
、
旁
「
喬
」
は 

「

」（
右
而
）
の
様
に
見
え
ま
す
。

「
野
」
は
、
偏
「
里
」
が
「
田
」
に
、
旁
「
予
」 

が
「
予
＋
土
」
に
構
成
さ
れ
た
「
野
」
の
異
体
字
で
す
。

「
水
」
は
難
解
で
す
が
こ
の
形
が 

典
型
で
す
。 「

何
連
」
で
「
い
ず
れ
」
と
読
み
ま
す
。

「
れ
」
の
変
体
か
な
は
他
に 

「
礼
」 

が
あ
り
、
こ
れ
が
字
母
（
仮
名
の
基
と
な
っ
た
漢
字
）
で
す
。

「
古
来
」
も
簡
単
な
漢 

字
の
様
で
読
み
づ
ら
い
で
す
ね
。

「
口
」
の
部
分
が
「
マ
」
の
様
に
見
え
る
の
が
く
ず
し
字
の 

特
徴
で
す
。

「
来
」
は
中
の
縦
棒
が
全
て
横
棒
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
平
」
も
同
様
、 

中
の
縦
棒
が
横
棒
に
見
え
ま
す
。

「
候
得
共
」
も
く
ず
し
が
激
し
い
う
え
字
間
が
凝
縮 



さ
れ
読
み
づ
ら
い
で
す
が
、
頻
出
語
句
で
す
。

「
得
」
の
行
人
偏
「
彳
」
は
こ
の
形
が
一
般
的 

で
す
。（『
村
明
細
⑤
』
参
照
）
ま
た
、
旁 

 

を
「
る
」
の
様
に
く
ず
し
ま
す
が
、

「
月
」
、 

「
守
」、

「
馬
」、

「
高
」
、

「
寺
」
な
ど
、
近
似
し
た
文
字
が
多
く
注
意 

が
必
要
で
す
。

「
遠
」
代
官
所
の

「
官
」、

「
道
」
は
特
徴
的
で
す
が
、
こ
れ
が 

典
型
的
な
く
ず
し
方
で
す
。
こ
の
ま
ま
覚
え
ま
し
ょ
う
。
特
に

「
遠
」
は
難
解
で
す
。
く
ず 

し
字
で
は
し
ん
に
ょ
う
「
辶
」
が

 

下
部
の
僅
か
に
表
記
さ
れ
る
の
み
と
な
り
ま
す
。
今
回 

仮
名
で
登
場
し
た
「

」
も
し
ん
に
ょ
う
で
す
。

「
当
」
は
旧
字
の
「
當
」、

「
数
」 

は
略
字
の
「
敉
」
の
表
記
で
す
。

「
惣
而
」
で
（
す
べ
て
）
と
読
み
ま
す
。
他
に
「
都
而

す

べ

て

」 

と
記
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
漢
数
字

「
壱
（
一
）
」
、

「
弐
（
二
）
」
、

「
拾
」 

は
覚
え
ま
し
た
か
。
特
に

「
拾
」
は
偏
の
最
終
画
と
旁
の
一
画
目
が
繋
が
っ
て
い
て
難
解
で
す
。 

今
回
「
古
」
で
説
明
し
た
「
口
」
の
特
徴
も
見
ら
れ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 


